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サバイディー！現在、青年海外協力隊としてラオスで活動中の本校教諭のコウラです。 

 
〇●あと数週間で帰国。活動のまとめ●〇 

 妻中を離れてもうすぐ２年。コウラは１年９か月（通常は２

年、現職教員のみ短い）の任期を満了し、２０１８年３月２１

日朝に日本へ帰国する予定です。 
 行なってきた主な活動内容紹介とまとめをし、このラオス

通信をしめくくります。 
＜実施した主な活動＞ 
① 数学に関する教材・教具・教授法・指導法の紹介 
 養成校の学生と先生向けに、毎授業 30分程度で授業や教具
の作り方の紹介を実施。26 種類の活動を紹介。活動終盤には

附属小学校で分数のモデル授業を 10日間実施。 
② 授業モニタリング 
授業見学後、先生と意見交換。問題点を聞いて一緒に考えたり、数学的な間違いを

共有したり。小中高大、理数科を中心に延べ 120 授業以上のモニタリングを実施。 
③ 授業研究の研修・実施の補助 
 主に附属小学校での授業研究の実施を補助・助言した。研究

授業には算数・理科合わせて 10回参加、先生向け研修の補助
を 3回実施。授業内で学生向けにも紹介。 
④ ビデオ教材開発 
 数学科の学生による中高数学の解説ビデオを 36本開発。学生が説明を考えてきて
黒板で説明し、教員や他学生が助言することで、説明能力が向上した。 

 
日本や妻中で過ごすだけでは

できない、いろいろな体験をして

自分自身や日本のことについて

考え、たくさんの「できない」を

経験してどうしようもない気持

ちになって、ラオス人と一緒に働

くことの嬉しさも体感しました。

振り返ってみればあっという間

で、まだまだやりたいことがある、

妻中にも帰りたいけどラオスに

もいたい、そんなふうに感じます。 



〇●いま思うことは…コウラ、もうすぐ帰国します！●〇 

 帰国した先輩の「発展とは、“選択肢を増やすこと”」と

いう言葉を思い起こしてみると、それは国だけでなく、人

にも同じことが言えるのではないかと感じます。この２

年間で出会ったラオス人たちは皆、優しく、助け合いの精

神に溢れるすてきな人たちばかりでした。活動を通して

出会うラオス人の中には、英語がペラペラだったり海外

に留学経験があったり、ラオスの良いところも他国のすごいところも知った上で、ラ

オスの更なる発展を願う人もたくさんいて、その人たちの話すラオ語は、なぜかとて

も聞きやすいのです。それは“自分が同じような経験をしたことがあるから”ではな

いかと思います。“母国を知っているだけではない”という、本当の意味で相手の立

場を想像できる、選択肢を増やしているからではないかなと思うのです。 
ラオス人も同じです。外国人と接したことがある人は、英語が得意でなくてもどん

どん関わっていく。知っている相手の国のことを話してみる。「経験」が自分を支え

る「武器」になっているような印象を受けました。そして一つ経験＝選択肢を増やす

と、どうなるか。不思議なものです。「また次の選択肢を増やしやすくなる」のです。

一度勇気を出して一歩踏み出すと、次はちょっとだけ“怖くなくなる”。チャレンジ

に怖さはつきものだと思います。でも、その怖さを減らすことも、きっとできます。 
＊   ＊   ＊ 

話は少し変わって…。“グローバル”って、なんなんだろう？私も「辞書での意味」

は知っています。でも私は、「自分の言葉で」それを説明したいと思いラオスへ来ま

した。訓練所にいるとき、熊本地震があり、同期隊員の中にはもちろん九州出身の人

もいて、皆で心からその人たちの街に思いを馳せました。そのときふと、私たちはこ

れから、海外も含めた多くの人・場所のことが身近になるんだ、「グローバルって、

心配する人・場所が増えるってことなのかな？」と感じたのを覚えています。そして

今のところ、私の中で一番ぴったりくる説明は、これかなあと思っています。 
＊   ＊   ＊ 

 「ラオスで生活するなんてすごい！」出国前に、活動中に、多くの方にこういった

言葉をかけてもらいました。でもすごいことなんて何もできていないし、ましてや私

が“特別”だからすごいのではないのです。応援してくれる人がいて、支えてくれる

人がいてはじめて、妻中を離れて２年間を過ごすというチャレンジをすることができ

ました。そして帰国してからもまた、新しいチャレンジをたくさんしていきたいので

す。何歳になっても、チャレンジすることに遅すぎることはないはず。実際に、つら

いこともありましたが、それも含めてこの２年間は、私の人生にとってとても大きな

ものになるでしょう。青年海外協力隊の任期を終える、それは一つの区切りですが、

また妻中での新たなスタートがとても楽しみで、さあ次は何をしようかな？とワクワ

クは尽きません。早く、妻中生の皆さんとラオスの話がしたいです！ 
 
 

高校 3年生・中学 3年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます！ 

中学１年生～高校２年生の皆さん、４月からよろしくお願いします！ラオスの話のつづきは妻中で！ 


